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のぞみプランニングは「人」に関わるエキスパートとして、人事･労務管理のサポートを 
通じてお客様の成⻑･発展に寄与し、そこで働く全ての従業員様・ご家族様・お客様の 
満⾜度向上を応援する社会保険労務士を中心とした労務コンサルティング会社です。 
お客様と共に私たちも成⻑・発展し、喜びを分かちあい、心を結び合えるよう努めています。 

 

●今月のＴＯＰＩＣＳ● 

【最低賃金情報】 
 

・30円以上の引上げとなる最低賃金 
 

【労務管理情報】 
 
・13.97%に上昇した男性の育休取得率 
 
・パートタイマーに対する労働条件の

明示 
 
・常時雇用労働者の定義・カウント方
法 

 

【その他情報】 

・春・夏・冬のはなし Vol.142 

・今月の書籍紹介 

 「何もない空間が価値を生む」 

・人材開発部の講師コラム 

・10月の税務と労務の手続き  

[提出先・納付先] 撮影地 ゴールド札幌カントリークラブ 

   「3 年ぶりの北海道」    工藤 英二 

【発行元】合同会社/社労士法人のぞみプランニング 
〒530-0012 大阪市北区芝田 1丁目 4-17-5F 
TEL(06)6377-6177  FAX(050)3488-0145 

【企画・編集】合同会社/社労士法人のぞみプランニング 
〒530-0012 大阪市北区芝田 1丁目 4-17-5F 
TEL(06)6377-6177 FAX(050)3488-0145 

理念：「共に学び、共に育み、共に分かち合う」 

http://www.nozomiplanning.com/ 
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－甦る“古典病”に人は勝てない？－約 4 年前、本欄 Vol.96 で書いたテーマである。120 年も昔に、

梅毒の原因である細菌が発見され、その治療薬として登場したサルバルサンには、日本の奏佐八郎博

士も大きく貢献されていたが、抗生物質のペニシリンが誕生し、戦後間もない一時期 20 万人を超え

ていた感染者は激減。しかし今なお年間の新規感染者は 6 千人前後で推移していた。 

ところが昨年は速報値で 7873 人と報じられ、改めて私は本年 3 月に“梅毒患者最多に想う”と題

する拙文を掲載していた。その中で、梅毒のⅠ期、Ⅱ期…と変化し重症化する正体について説明し、

また近年増加してきた原因は、ＳＮＳを通じて不特定多数との性交渉の増加や、新型コロナの影響で

大型クラブ等が相次いで閉店し、代わっていわゆる赤線の小さな店での性風俗が何らかの影響を与え

ているのではないか等に付言していた。 

だが追いうちをかけるように 9 月 13 日に速報値で 8155 人、1 年を通じて今年の感染者は 1 万人を

超えるのは必至であろうと報じられた。すると偶然にも翌日のＮＨＫテレビ番組“きょうの健康”の

テーマが“急増！梅毒”であった。古典病であり、今更学問的には別に新味もないのだが、Ⅰ期、Ⅱ

期の説明や、感染した女性の胎盤を通じて胎児に感染する先天梅毒で死産や障害児のリスクを防ぐ為

にも、積極的な検診を奨める教育番組であった。 

ほぼ毎夜見ている番組だが、残念なことに大抵の場合は他に関心が移ってしまい、“あ～また下を

向いている”と話す医師が前の机上に置いている紙に目を落とす回数を指折り数えてしまうのだ。登

場している医師はその道のスペシャリストとして名のある人をＮＨＫは招聘していると思うのだが、

その医師が僅か 15 分の番組で何故カンニングペーパー（わが家ではそう呼んでいる）を用意するの

だろうか。 

ある時は机上には何も置かず、進行役を務めている男子アナウンサーに向って応答されていると思

っていたのだが、よく見ると医師の目は 10 度ばかり横目になっているのだ。恐らく男性アナのすぐ

横に、準備してきた模造紙でも張りつけていたのだろう。 

話は少しそれるが、私の近所にある小料理屋の主人はテレビの日本料理番組で毎夕茶の間の人気者

となっていたが、半年ほどで降板されその理由を尋ねると、“僅か 20 分程の番組だが、事前の打ち合

わせに半日潰れてしまうので残念ながら辞めさせてもらった…”と。 

料理番組でこの通りでは、まして質疑応答も活発に行われる医療、健康番組では、細かな数字等が

入る説明の時は、あらかじめ準備しているパネルに書かれた資料を女子アナが両手で掲げたり、色々

な質問は男子アナの役割であるが、当然の事として医師の回答等すべての筋書きは事前に打ち合わせ

されている事であろう。にも拘らず応える医師だけは何度もペーパーに目を落とし、“今回は 70 回だ

った…”等と、番組が終った時の私達の第一声がその回数とは何とも情けない話である。 

このような医師が病院で患者を前にして病気のことや、これからの治療について話される時にはペ

ーパー等は一切用意されないと思うが、テレビ番組の時は何故ペーパーを用意してそれに頼る姿に変

身されてしまうのか？ 

大臣が下を見ながら答弁する姿に国民は辟易し、支持率も低下の一途を辿る一因にもなっているの

だから、招聘するＮＨＫも一考を要して医師にカンニングペーパー禁止を進言されては如何？ 

そんなことを思う秋の夜長である。 

 

筆者紹介：八崎輝義  日本チバガイギー社（現ノバルティスファーマ）教育研修課長、取締役人事統括部長、 

京都薬科大学常任理事、現京薬会相談役。著書“今知っておきたいエイズ”、“京薬会の 120 年の軌跡”等執筆。 

八崎さんの 

 

～ 医療番組とカンニングペーパー ～ 



 

 

 

 

 

今月の書籍紹介～一押しの一冊をご紹介します～ 

「何もない空間が価値を生む」 
 

オードリー・タン著  
（発行：文藝春秋 1,600 円+税） 

 

言わずと知れた台湾のテクノロジーヒロインでデジタル担当大臣でもある、オードリー・タン。

氏へのインタビューを基にした、経験や学び、労働や AI についての思考集です。 

その話し方や容貌から、彼女の人となりをそれとなく感じてはいたのですが、本書を読んで印象

を強くしたのは「ずいぶん開いた人」ということでした。 

毎日の仕事やプライベートを通じて得た知識や経験は、その日のうちにネット上にアップして一

般公開していますし（いつ死んでも誰かがその仕事を完成させてくれるからなんだとか）、インタ

ーネットの黎明期からオープンソースのプログラムをネット空間で多人数開発していた経験を活

かし、デジタル担当大臣を務めるようになってからも、ネット上の共通メモを一般公開してオープ

ンに議論し、ハッカーたちの協力を得て、世に名高いコロナ禍のマスク実名販売制度を軌道に乗せ

ています。 

そこで彼女がしていることは、オープンな議論の場作りや人をつなぐ手伝い、情報の交通整理、

価値観のすり合わせであり、さらに得意の IT 知識を、場所の制約から解放したり、無駄な労力を

節約することに使っています。 

氏にもこれからの 10 年を予測することは難しいらしいのですが、予測することが大切なのでは

なく、問題を解決する能力を開発することに力を注ぐべきであり、そのコアコンピタンスは「自発」

「相互」「協働」と言います。人とのつながりが大切と古今説かれるわけですが、テクノロジーで

時間と空間を味方につけてそれを加速化する氏の哲学に触れられる一冊となっています。             

（執筆 伴野 史明） 

 
～人材開発部の講師コラム～ 

  

皆様こんにちは。研修講師の柿原まゆみです。皆様の中にはこんなお悩みを 
お持ちの方は少なくないのではないでしょうか。 
① 人材を確保のため採用コストをかけて募集してもなかなか思うように確保 

できない、 
② 採用してもすぐに辞めてしまう 
など『人』の確保・定着は規模にかかわらず、どの会社でも大きな問題になっています。 
この問題を解消する 1つに従業員の方の『やりがいを高める』といったことがあります。 
やりがいといっても個人の価値観によって異なりますが、人間は『成長したい』という欲求を 
もっています。 

この欲求を満たすための教育の制度を整えることで、従業員の方のやりがいが高まり、その 
結果、生産性向上につながります。そこでＯＪＴを計画的に実施することが重要になります。 
 
以下の質問にいくつ✓がつくか確認してみて下さい 
□ 従業員確保に苦戦している 
□ 採用してもなかなか定着しないですぐに辞めてしまう 
□ 人材育成の方法がわからない 
□ 新人を教育する人が不足又はいない 
□ 現場で仕事をしながら教えるため、短期的になり体系的な指導ができていない 
 
1 個でも✓が付いた方は『効果的な OJT の実践法』に是非ご参加下さい。 
従業員の方の定着に繋がる 1 歩が踏み出せます。         （人材開発部 柿原 まゆみ） 



 

 

 

  
  

 
 

 
 

 
 

 
                

<10 月の税務と労務の手続［提出・納付先］> 

 

11 日 

○源泉徴収税額・住民税特別徴収税額の納付 

［郵便局または銀行］ 

○雇用保険被保険者資格取得届の提出 

＜前月以降に採用した労働者がいる場合＞ 

［公共職業安定所］ 

 

31 日 

○個人の道府県民税・市町村民税の納付 

＜第３期分＞［郵便局または銀行］ 

○労働者死傷病報告の提出 

＜休業４日未満、７月～９月分＞ 

［労働基準監督署］ 

○健保・厚年保険料の納付［郵便局または銀行］ 

○健康保険印紙受払等報告書の提出 

［年金事務所］ 

○労働保険料の納付＜延納第２期分＞ 

［郵便局または銀行］ 

○労働保険印紙保険料納付・納付計器使用状況 

 報告書の提出［公共職業安定所］ 

○外国人雇用状況の届出（雇用保険の被保険者 

でない場合）＜雇入れ・離職の翌月末日＞ 

［公共職業安定所］ 

 
 

 

 

 

 

 

撮影者コメント   
 
「3 年ぶりに参加したゴルフコンペ会場『ゴー
ルド札幌カントリークラブ』の写真。ここ最近
はコロナの影響により、当たり前だった日常が
激変しました。『また今度行きましょう！』が実
現しないかもしれませんので、お声がけいただ
く機会があれば、できるだけ参加しようと思い
ます。激変しないのはゴルフの腕前くらいでし
ょうか・・・」 
                           撮影者 工藤 英二 

～ちょっとブレイク～ 

当事務所より一言 
 

今年も最低賃金の見直しがありました。

全国平均で 31 円の引上げは、昭和 53 年度

に目安制度が始まって以降で最高額となっ

ています。 

さらに、人手不足が深刻な状況になって

きており、人手不足企業の多くが賃上げを

実施するようになりました。最低賃金の引

き上げ以上に、人手不足の深刻化によって、

引き上げが進められていくことが予想され

ています。 

みなさまの生活の中でも、セルフレジや

キャッシュレス決済システムなどの導入も

進んできているのではないでしょうか。現

在の業務を分析し、毎日、毎月定期的に行

っている業務を効率化することで改善され

ることはないでしょうか。例えば、紙のタ

イムカード、給与明細書、年末調整申告書

等は 3 年前より効率化されていますでしょ

うか。効率化することで、1～2 割の業務が

削減されるかもしれません。 

 

今月ものぞみプランニングレポートをお

読みいただきありがとうございます。弊社

は、新型コロナウイルスを機に新たな働き

方のご相談など、スタッフ一同皆様のお役

に立てるよう日々奔走しております。労務

管理、人事管理、他社の事例等について、

どうぞお気軽にご相談ください。 

 

ｂｙ 出口 裕美 


